






筆を持つ機会が昔より少ないのでと
にかく練習は大事ですが、やみくもに書
いても良い書が書けるとは限りません。書
の古典の美はどこから来るのか、美に近づく
にはどうしたらよいかを考えることも大事です。そ
こで一斉授業のほかに、添削では生徒の考えを聴く
ことに重点を置いています。実技を通して観察、考察、
そして表現をすることは、書道以外の分野でも必要とされ
ることだと思います。年度により多少変動しますが、１学期は

楷書、２学期は行書、３学
期は仮名を中心に学習します。
途中に篆刻や隷書などもします。
第９支部の書道検定に年３回、和洋
女子大の競書大会、全日本高等学校書
道コンクールへも出しています。文化祭に
も主に創作の学習の成果を展示しています。

例年、保護者の方の受講もあります。高校で体験する書道はわずかですが、生涯にわ
たり書を愛好してほしいと思います。 
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～目指せ！アクティブラーナー！！～
観察、考察、
 そして表現へ 場を創り、

　場に価値を 安全 努力 充実

「なるほど。」　　
「わかった！」

　の声を大事にしています

“場を創り、場に価値を”この言葉をモットーに、地理歴史科（日本史）＆土曜
講座「チーム作り」・総合学習「チーム・組織を考える」を担当している杉
山です。「杉山の日本史」では、以下のキーワードを軸に展開していま
す。また、2015年度からは本校の生徒が撮影・編集した杉山の日本史
オンデマンド（ＳＮＯ）という講義映像を配信し、生徒の予習・復
習を促しています。生徒・教職員全員が“アクティブラーナー”に
なること！この目標を達成するために日々自らがアクティブ
ラーナーになっています。

一言で言うと、対話を活用する授業です。個と個の
対話、作品との対話、先生と生徒との対話、など様々

な対話を通じて作品が心に届くように努めています。一斉
授業だけではなく、ペアワークやグループワークなどの参加

型を取り入れたことで、古典
を自分たちで読み解く面白さ
を感じる生徒が増えたように
思います。また、知識や文法
の学びがなぜ必要かを体験的
に理解することで、そこから
積極的な学習態度が育ち始め
ると感じます。

安全面に配慮し、安心できる環境を心が
け、限られた施設のなかでたくさん
の運動時間を取れるようにと考え
ています。実技試験に向け、努
力を重ねることで試合形式
の授業でも生かせる技術

を身につけ、積極的な授業参加を目指しております。
また、3年間の体育実技の中で10年後、20年後と生涯を通
じてスポーツをするきっかけ作りともなるようお互いを
思いやり、時には教え合いスポーツがもつ多様な魅
力を楽しいと感じてもらうことが何より大事だと
考えております。
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※「杉山の日本史」「チーム作り」・「チーム・
　  組織を考える」の詳細はＨＰを参照。
　  http://www.s-teamdesign.org/

アクティブ
ラーニング

傾 聴
（コーチング）

ＫＰ法
（アウトプット）

モチベーション
マネジメント

杉山の
日本史

チーム
ビルディング

実物史料
（切実さ）

ファシリ
テーション

対話型
リフレクション

まずは好奇心（コウキシン）の扉を開けてみてください。一つの学びから、書く・読む・動かす・   感じる・傾聴することを通して、あらゆる可能性を広げていけるのが専大附属の授業の特徴です。
個性豊かな教員陣が皆さんの思いや考えを全力で受け止めます！！　毎日新し   い何かを発見し、知らない世界と出会う学びの楽しみを味わってください。 

地理歴史科

杉山比呂之 先生

保健体育科

田中健二朗 先生

国語科

平澤千秋 先生

土曜講座「書道入門」担当

吉田雅雄 先生

～高校３年間で学 んで、考える　　
　　　＝生きる力 を身につけよう～
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方
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る
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で
教
育
指
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や
学
習
の
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に
ふ
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わ
し
い
教
育
環

境
の
整
備
を
進
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る
た
め
、「
教
育
振
興
協
力
資
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金
活
動
を
実
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平
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年
五
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八
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日
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で
に
、七
十
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件
、

千
四
十
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五
千
九
百
九
十
五
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。多
額
の
ご
賛

同
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、「
教
育
振
興
協
力
資
金
」に
つ
い
て
の
お
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ

は
本
校
事
務
局（
電
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三
ー
三
三
二
二
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七
一
七
一
）ま
で
お
願
い
い
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生徒会 Presents

専大附属のとある１日
追跡！

商学部 総代　　M（商学部マーケティング学科）
皆さんの先輩として、良い成績を取るための心掛けご紹介します。それは、好奇心を持って授業
を聞くこと。皆さん、好きな授業は試験で良い点を取れますよね？　興味を持てれば内容も自然
と頭に入り、より楽しく感じられます。大学では自分で履修を組めるので、楽な授業ではなく、
ぜひ興味のある授業を選択して充実した学生生活を過ごしてくださいね。

人間科学部 総代　　I（人間科学部心理学科）

金子 克弥（経営学部経営学科　Ｈ２７年度卒）

星　 祐太（ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科　Ｈ２７年度卒）

このたび、専修大学を卒業するにあたって川島記念学術賞を受賞することができ、大変嬉しく思
います。正直なところ、まさか私が受賞できるとは思っていなかったため、驚きとともに、今ま
で以上に努力していこうと改めて気を引き締めていく所存です。
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今回、ナビゲーターを
務める、生徒会執行部の
HとMです！
早速、専大附属のとある日の
１日を見てみましょう！

専大附属の１日は
いかがでしたか？
みなさんも是非一度
専大附属へ！

ナビゲーター

START!

GOAL!

体育の授業ではみんな生き生きと
します！自分の好きな競技に
巡り合えるかも…！？

8：30までに登校します。
みんな仲良く楽しそうに
登校していますね！

8：30から10分間、読書をします。
朝、みんな集中して本を読む、
大切な時間です！

朝読書

今日も充実した１日が
終わりました。

また明日も頑張りましょう！

下 校

午前授業午前授業

午後授業午後授業

登 校登 校

午前授業

午後授業

教室やプレイロット、
食堂などで食べています。
午前中の疲れを癒す、
束の間の一時！
プレイロットなど、
外で食べるのは気持ちが
いいです。 国際交流が盛ん

なので、英語の
授業が多いです！
みんな積極的に交流しています！

昼 食昼 食昼 食

登 校

生徒会
私たちは生徒会室
に行きます。
生徒会室では
学校行事の話し合い
などをしています！

クラブ活動 放課後の楽しみ！ 自分の好きなことに没頭しています！

放課後放課後放課後放課後放課後

在校当時から抜群の成績でしたが、いかにも秀才、という感じではなく、とてもほのぼのとしていて、
人に安心感を抱かせる生徒だったとの印象を持っています。偶然、今年の3月に専大の生田キャンパスで
会った際には、その話は出ませんでした。普通なら自慢するようなことなのに、何も言わなかったとこ
ろからも彼女の人となりがわかります。改めてIさんの今後の活躍を祈念するとともに、在校生諸君には
良い見本として目標にしてほしいと思います。 （在校３年次クラス担任　布施良太教諭）

高校時代は、控えめだけれども、自身の揺るぎない意志を持った芯の通った生徒でした。何事にも手
を抜かず、丁寧に取り組んでくれるので、安心して仕事を任せていました。成績は常に上位。よく努力
し、いつも人の話をよく聞く姿勢が、今のMさんにつながっていると思います。この受賞を励みに
し、今後社会に出て活躍することを願っています。 （在校３年次クラス担任　豊後恭子教諭）

H M
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生徒会 Presents

専大附属のとある１日
追跡！

商学部 総代　　M（商学部マーケティング学科）
皆さんの先輩として、良い成績を取るための心掛けご紹介します。それは、好奇心を持って授業
を聞くこと。皆さん、好きな授業は試験で良い点を取れますよね？　興味を持てれば内容も自然
と頭に入り、より楽しく感じられます。大学では自分で履修を組めるので、楽な授業ではなく、
ぜひ興味のある授業を選択して充実した学生生活を過ごしてくださいね。

人間科学部 総代　　I（人間科学部心理学科）

金子 克弥（経営学部経営学科　Ｈ２７年度卒）

星　 祐太（ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科　Ｈ２７年度卒）

このたび、専修大学を卒業するにあたって川島記念学術賞を受賞することができ、大変嬉しく思
います。正直なところ、まさか私が受賞できるとは思っていなかったため、驚きとともに、今ま
で以上に努力していこうと改めて気を引き締めていく所存です。
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今回、ナビゲーターを
務める、生徒会執行部の
HとMです！
早速、専大附属のとある日の
１日を見てみましょう！

専大附属の１日は
いかがでしたか？
みなさんも是非一度
専大附属へ！

ナビゲーター

START!

GOAL!

体育の授業ではみんな生き生きと
します！自分の好きな競技に
巡り合えるかも…！？

8：30までに登校します。
みんな仲良く楽しそうに
登校していますね！

8：30から10分間、読書をします。
朝、みんな集中して本を読む、
大切な時間です！

朝読書

今日も充実した１日が
終わりました。

また明日も頑張りましょう！

下 校

午前授業午前授業

午後授業午後授業

登 校登 校

午前授業

午後授業

教室やプレイロット、
食堂などで食べています。
午前中の疲れを癒す、
束の間の一時！
プレイロットなど、
外で食べるのは気持ちが
いいです。 国際交流が盛ん

なので、英語の
授業が多いです！
みんな積極的に交流しています！

昼 食昼 食昼 食

登 校

生徒会
私たちは生徒会室
に行きます。
生徒会室では
学校行事の話し合い
などをしています！

クラブ活動 放課後の楽しみ！ 自分の好きなことに没頭しています！

放課後放課後放課後放課後放課後

在校当時から抜群の成績でしたが、いかにも秀才、という感じではなく、とてもほのぼのとしていて、
人に安心感を抱かせる生徒だったとの印象を持っています。偶然、今年の3月に専大の生田キャンパスで
会った際には、その話は出ませんでした。普通なら自慢するようなことなのに、何も言わなかったとこ
ろからも彼女の人となりがわかります。改めてIさんの今後の活躍を祈念するとともに、在校生諸君には
良い見本として目標にしてほしいと思います。 （在校３年次クラス担任　布施良太教諭）

高校時代は、控えめだけれども、自身の揺るぎない意志を持った芯の通った生徒でした。何事にも手
を抜かず、丁寧に取り組んでくれるので、安心して仕事を任せていました。成績は常に上位。よく努力
し、いつも人の話をよく聞く姿勢が、今のMさんにつながっていると思います。この受賞を励みに
し、今後社会に出て活躍することを願っています。 （在校３年次クラス担任　豊後恭子教諭）
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